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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、高度に保存されたサイクリンファミリーに属し、そのメンバーは細胞周期を通じてタンパク質存在量の劇的な周期性によって特徴付けられます。サイクリンはCDKキナーゼの調節因子として機能します。異なるサイクリンはそれぞれ異なる発現および分解パターンを示し、各有糸分裂イベントの時間的調整に寄与します。このサイクリンは、CDK7キナーゼおよびリングフィンガータンパク質MAT1と複合体を形成します。このキナーゼ複合体はCDK2およびCDC2キナーゼをリン酸化できるため、CDK活性化キナーゼ（CAK）として機能します。このサイクリンとそのキナーゼパートナーは、TFIIHおよびRNAポリメラーゼIIタンパク質複合体の構成要素です。これらは2つの異なる転写制御プロセスに関与しており、基礎転写制御と細胞周期機構の間に重要な関連があることを示唆しています。この遺伝子の擬似遺伝子は染色体 4 上に存在します。選択的スプライシングによって複数の機能が発生します。,類似性:サイクリンファミリーに属します。,類似性:サイクリンファミリーに属します。サイクリンCサブファミリー。サブユニット：主にCDK7およびMAT1と会合してCAK複合体を形成する。CAKはさらにコアTFIIHと会合してTFIIH基礎転写因子を形成する。
	研究分野
	ヌクレオチド除去修復;Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;
	画像データ
	

	サイクリンH（リン酸化Thr315）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	HepG2細胞、Jurkat細胞、HUVEC細胞、A549細胞のライセートをCyclin H（リン酸化Thr315）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

